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１．まえがき 

 我々は、貴金属レスで室温動作可能な水素ガスセンサの実現に向けて、アモルファス炭素薄膜を用

いた水晶振動子型（QCM：Quartz Crystal Microbalance）ガスセンサの開発を進めており、これま

でに水素ガスに対する良好な応答性を確認している[1]。一方で、日常生活に潜んでいる一酸化炭素（CO）、

二酸化炭素、アンモニアなどの有害ガスに対する応答性については未確認であり、水素ガスセンサ以

外の適用可能性についても検証する必要がある。本研究では、有害ガスの中で CO ガスに着目し、ア

モルファス炭素薄膜型 QCM ガスセンサによる CO ガス応答性を調査した。 
 
２．実験方法 

試料は、C ターゲットと Ar ガスを用いたマグネトロンスパッタリング法において、QCM 基板上に

アモルファス炭素薄膜を作製した。QCM ガスセンサ構造を図１に示す。アモルファス炭素薄膜の構造

は 532 nm レーザーRaman 分光分析、表面粗さは AFM 分析（AC-mode）、表面組成は XPS 分析（Mg 

Kα 線）を用いて確認した。ガスセンサ特性は、N2 キャリアガスに対して CO ガス（濃度 20 ％）を

ON/OFF で供給した時の応答性（水晶の共振周波数変化ΔF）を評価した。 
 
３．実験結果 

 Raman 分光分析ではアモルファス炭素薄膜特有

の D-band peak と G-band peak が確認された。図

２にアモルファス炭素薄膜成膜前後の CO ガス応答

性を示す。その結果、未成膜品は CO ガスに対する

センサ応答を示さなかったものの、アモルファス炭

素薄膜を成膜したものは顕著な CO ガス応答性を示

すことを確認した。また、CO ガスに対する繰り返

し応答性も見られた。このセンサ応答は、アモルフ

ァス炭素表面での CO ガスの物理的な吸脱着（質量

変化）に起因するものと考えられる。 

 

 

図１ QCM デバイス構造 
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